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 第 1 章において研究史を総括し、その到達点を踏まえた上で、主要な課題を次の 5 点と
した。 












第 2 章では、分類の基準(分析の視点)16 項目を、実際の資料の観察に基づいて抽出した。 






整方法。加えて墳形・内部主体・副葬品などを加味して、全国の陶棺 307 例を集成し、分 
析対象とした。 
 第 3 章においては、分類基準 16 項目の組合せによって、全国の陶棺は、24 タイプに分 
類できることを資料の実見を通して明らかにし、それぞれの特徴と属性を浮き彫りにして 





第 4 章では第 3 章で捉えた 24タイプが、どのような段階を経て展開し、その過程の中で、 
いかなる変遷をみせたかを考察した。陶棺は、四つの段階(1 段階：6 世紀中～後葉・出現期、






















を明らかにした。これまで、数 km 内の狭い範囲と考えられていた陶棺生産地と消費地との 
関係を再検討する必要性を提起した。 
 第 7 章は、陶棺の起源に論及し、陶棺出現の意義についてもふれた。陶棺の起源につい 
ては、埴輪と同質の製作技法によって棺専用に作られた特製埴輪棺に、その祖形が求めら 
















第 8 章においては、陶棺に軸足を置いて、石棺・木棺といった他の棺形態との比較を行 
い、棺形態にみられる階層差と集団差を浮き彫りにしようとした。畿内および吉備におい






















また、畿内および吉備以外の陶棺ついては、約 8 割が畿内系であり、吉備系は約 2 割に
過ぎない。全国に点在する陶棺の大半が、畿内系陶棺の影響を受けて展開し、その約 9 割
は須恵質陶棺であった。それらの多くが須恵器生産など火の制御をもって成立する熱産業
地域に分布し、それらに携わる工人集団、あるいは彼らを統率する有力在地勢力などが被
葬者と推察される。 
陶棺の底流には、土を焼き固めた容器に死者を葬るという墓制をともにする心象と心的
紐帯が存在し、加えて、ヤマト王権およびその掌握下にあった有力在地勢力への従属性と
隷属性を象徴する棺形態であったといえる。 
 
 
